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	留　意　点
〇仙台版スタンダードカリキュラムの視点について
①副読本の活用（防災教育副読本など）
②情報活用能力（プログラミング的思考，ＩＣＴ（１人１台端末等）の活用など）
③言語能力　　（主体的・対話的で深い学びの実現など）
④地域の特性　（本市の特性を活用など）
⑤たく生き授業（本市教育の特色「自分づくり教育」との関連など）
評価の観点について
「〇」･･･生徒全員の学習状況を記録に残す時間。(記録に残す評価)
※単元指導計画において，評価の欄に，「〇」がついていない場合でも，教師が生徒の学習状況を適宜把握し，指導の改善に生かすようにする。（指導に生かす評価）
　　

〇評価の観点の文言について
　・知技　：知識・技能
　・思判表：思考・判断・表現
　・態度　：主体的に学習に取り組む態度
○英語科の留意点
英語科スタンダードカリキュラムの年間指導計画は，教科書会社が提供する年間指導計画を参考に作成されています。そこで示された各学年の指導時数は，おおよそ100時間程度であり，40時間程度については各校の生徒の実態に合わせて活用することになります。その40時間の活用の仕方としては，下のような方法が考えられます。
・　各単元終末の言語活動を充実させる。　・　ＡＬＴ等とのパフォーマンステストの時間として活用する。　・　単元テストの時間として活用する。
・　基礎・基本の指導を充実させる。（例：教科書をゆっくり進める）　・　発展的な指導を充実させる。（例：文科省資料Bridgeを活用する）
　　このスタンダードカリキュラムには，年間指導計画を基に，余剰時間の一部を加えて作成した単元指導計画例（各学年１単元）と本時の指導計画例が示されています。なお，中学２年の「本時の指導計画例」は，パフォーマンステストの具体事例を示すため，２時間分となっています。



